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北呈大学21世紀COEプログラム・富山大学21世紀COEプログラム
ジ三イントシンポジウム
f天然資源からの抗感染症薬と病態制御へのアプローチj
一東洋の知と生命科学の融合一
主催：北里大学COEプログラム富山大学COEプログラム
概略：21世紀COEプログラムを有する富山大
学と北里大学が、このシンポジウムを通して
学術交流を行い、今後の共同研究等の連携を
深めることを自的としているc 本セミナーで
は柴忠義北里大学長および西頭律三富山大
学長の挨拶くがあった後、 COEプログラム拠点
リーダーによる概要説明がなされ、引き続い
て各プログラムから 10名の推進担当者による
研究発表と活発な討論が展開された。またエ
リック ガーシュイン博士（カリフオノレニア
大学デーピス校教授・講演題目「Naturaland 
Food Derived Medicines: New τhoughts on Old 
BonesJ）と AmeetaAgarwwal博士（National
Center for Natural Products Research、USA;5:茸
演題目 IApproaches to Anti-Infective Discovery at 
the National Center for Natural Products ResearchJ) 
による特別招待講演が行われ、今後の天然薬
物・伝統薬物研究の方向性が示された。参加者は南大学の発表者、学内外、一般企業からの参加者を含
め、計390余名に達した。（文責：済木育夫）
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日時：平成 18年 11月 9日
場所：北里大学薬学部コンペンションホーノレ
プログラム
1）麻疹の病原性の分子基盤と新しいワクチンの発想、
中山哲夫教授（北里大北里生命科学研究所・大学説感染制御科学府）
2）漢方方剤温清飲の鎮淳効果とその作用機序
倉石泰教授（富山大 大学院医学薬学研究部）
3）愈j薬のための新しい微生物資源の開拓
高橋洋子教授（北里大北里生命科学研究所・大学院感染制御科学府）
4）人参類生薬の遺伝的・成分化学的多様性と基原解析用DNAマイクロアレイの開発
小松かっ子教授（富山大和漢医薬学総合研究所）
特別講演
“Natural and Food Derived Medicines: New Thoughts on Old Bones" 
Professor Dr. M. Eric Gershwin, M.D. (Univ. California at Davis, Genome and Biomedical Sciences 
Facility) 
“Approaches to Anti-Infective Discovery at註1eNational Center for Natural Products Research" 
Dr. Ameeta Agarwwal (National Center for Natural Products Research) 
5）ゲノム解析から放線菌の物質生産の多様性を探る
池田治生教授（北里大北里生命科学研究所・大学院感染制御科学府）
6）漢方薬「釣蒸散j ーその脳血管性認知症病態動物モデ、ノレ系における有効性と作用機序－
松本款三教授（富山大学和漢医薬学総合研究所）
7）微生物資源からの抗感染症剤の開拓
供田洋教授（北里大薬学部・大学院薬学研究科）
8）漢方医学における「註」の科学的解析－プロテオミクス解析と診断支援マーカーの探索－
済木育夫教授（富山大学和漢医薬学総合誹究所）
9）和漢薬の粘膜免疫系を介した抗感染作舟メカニズムの解析
山田陽城教授（北里大北里生命科学研究所・大学院感染制御科学府）
10）非アルコー／レ性脂肪性肝障害モデ、ルの病態解析と漢方方剤の効果ーコレステロール負荷ウサギを用いた
～検討－
常山幸一助教授（富山大大学院医学薬学研究部）
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?
